第１学年○組　　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　平成○年○月○日　○曜日　第○時
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　困っている人のために　　Ｂ－（６）親切，思いやり
２　主題設定の理由
(1)　価値観
よりよい人間関係を築くには，お互いを思いやる気持ちが大切である。思いやりとは相手の立場を推し量り，自分の思いを相手に向けることである。他人の喜び・悲しみ・痛み・苦しみなどを考え，その気持ちを理解することであり，単に気の毒とか，かわいそうなどの哀れみや，優しく接することだけを指すのではない。この思いやりに根ざした行為が親切である。その際の行為は，代償や称賛を求めるものであってはならないし，自分の損得が動機になってはならない。
本格的な集団生活を送り始めるこの時期に，相手を思いやり，親切にする態度を育てることは，大切である。特に身近にいる幼い人や高齢者との触れ合いの中で，相手のことを考え，優しく接し，具体的に親切な行為ができるようにすることが求められる。
(2)　児童観
この時期の児童は活動的で，友達との交流が盛んになり，遊びも集団化したものになっていく。このような他者との関わりを通して，児童の多くは集団で活動することの楽しさや喜びを感じることができる。しかし，中には他人の気持ちを推し量ることができず，自己中心的な態度をとる児童もいる。また，困っている子の手伝いや世話をする児童も見られるが，率先して動くのではなく，周りから言われたり，教師からの賞賛を期待したりしていることが動機になっている場合もある。
自分の周りの人々に，優しくしようとする心情をもち，行動に表すことは社会集団の一員として大切なことである。社会集団を構成する人と人との絆を考えさせることで，身近な人への思いやりをもち，親切にしていくことの価値に気付かせたい。
(3)　教材観
本教材は，子どもたちが苦労して取った栗の実を，通りすがりのお腹をすかせたおじいさんに差し出す行為を通して，思いやりと親切について考えさせるものである。
第１の着眼点は，苦労して栗を取っている場面である。現代とは違い，栗を手に入れることに苦労していた時代という事実を知らせることにより，栗が子どもたちにとってかけがえのないものであることを捉えさせたい。
第２の着眼点は，身なりが汚いおじいさんがお腹をすかせて，ふらふら座り込んでしまった場面である。自分たちに関係ないとはいえ，目の前でおじいさんが苦しんでいる。自分たちの手には苦労して手に入れた栗の実がある。大切な栗の実をどうするかを考えさせることで，人を思いやる気持ちや親切にすることの大切さに気付かせ，ねらいとする価値にせまりたい。
３　本時のねらい
　ｏ困っている人に温かい心で接し，親切にしようとする気持ちを高める。
４　準備・教材
　ｏ中心教材名「くりの　き」　出典「あかるいこころ」（愛知県教育振興会）
　ｏ教師……場面絵

５　関　　連

　　道徳　「はしの　うえの　おおかみ」（親切にしよう）
６　学習指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付
	１　あかるいこころの場面絵を見て，思ったこと，気付いたことを発表する。
・何かをとっている。
・肩車をして木をつついている。
・栗を採るのが大変そう。
	
	ｏ栗を採っている場面を掲示する。
ｏ児童の気持ちを高めるために，実際に栗の実を用意する。
ｏ現代と比べて昔は栗を採るのが難しく，栗が大切な食料であることに気付かせた上で教材の範

	け

価　
値
の
追
求
・
把
握

価値の自覚
まとめ
	　
２　教材「くりのき」を読み，話し合う。

・たくさん採って，たくさん食べたいなあ。
・早く食べたいなあ。
　・たくさん採りたいなあ。

・ぼくたちには，関係ないや。
　・貧しそうだから，食べ物がないのかな。
　・栗の実をあげようかな，どうしよう。
・ぼくたちが採った栗の実をあげよう。　

・おじいさんがうれしそうでよかった。
・おじいさんが元気になってくれるといいな。
　・おじいさんが元気になってくれると，ぼくたちもうれしいな。
３　今までの生活を振り返り，親切にしてよかったことを発表する。

　・消しゴムを忘れた子に貸してあげたら，ありがとうと言ってくれたよ。
　　・電車の中で席をおじいさんにゆずってあげたら，とてもうれしそうだったよ。
４　児童の作文を聞く。
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	読を行う。
ｏ範読し，あらすじを確認する。
ｏ苦労して栗の実を採ったことを押さえる。
ｏ栗の実を渡すかどうかという行為を通して，人を思いやる気持ちや，親切にすることの大切さに気付かせたい。
ｏ親切な行為は相手が喜んでくれるだけでなく，親切をした本人もよい気持ちになることに気付かせたい。
評おじいさんのことを考え，栗の実をあげてよかったと思うことができる。　　　　　　（発表）
ｏ学校だけでなく，家庭や地域社会のことにも目を向けて考えられるように全体に声かけをする。
評自分の生活を振り返り，親切にすることの大切さに気付くことができる。　　　　　　（発表）
ｏ親切にされてうれしかったという作文を聞かせ
る。


７　本時の評価
ｏお腹がすいたおじいさんのために，栗の実をあげた子どもたちの気持ちに共感し，親切にすることの大切さに気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表）
８　備　　　考
　ｏ方向付けの段階で，栗の実が子どもたちにとって大切なものであることをつかませる。その大切な栗の実を，
見ず知らずのお腹をすかせたおじいさんに渡すかどうかという行為を考えさせることで，ねらいとする価値にせまりたい。
９　指導と評価
子どもたちは，どんな気持ちで栗の実を採っていたでしょう。





お腹をすかせてふらふらと座り込んだおじいさんを見たとき，子どもたちはどんな気持ちになったでしょう。





おいしそうに栗を食べているおじいさんを見ているとき，子どもたちはどんな気持ちになったでしょう。





身の回りの人に親切にしてよかったことを発表しましょう。





補苦労して手に入れた大切な栗の実を，自分たちと関係ないおじいさんに渡してしまっていいのですか。
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